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1. 3Gテレマティクス専門委員会活動概要

ITS移動通信システム専門委員会 主査会議

サービス/アプリケーションWG

ネットワーク/端末WG

位置情報/セキュリティWG

専門委員長 ：中村 康久（ＮＴＴドコモ）
副専門委員長 ：阿部 朋明（松下電器）

主査：田村 俊之（KDDI)

主査 ：尾作 勝弥（NTTドコモ）
副主査：宇野 嘉修（松下電器）

主査 ：関 俊文（東芝）
副主査：玉池 康雄（CTC）

ＫＤＤＩ
沖電気工業
デンソー
パーク２４
三菱電機

アルパイン
クラリオン
VICSセンター

パイオニア
矢崎総業

アンテナ技研
ケンウッド
トヨタ自動車
日立製作所

伊藤忠ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ
ゼンリン
日本道路公団
本田技術研究所

NTTドコモ

総務省
日本無線
三井物産

NTTドコモ

ゼンリン
日本無線
松下電器産業

ｶﾙｿﾆｯｸ・ｶﾝｾｲ
総務省
パイオニア
三菱重工業

KDDI
東芝
日立製作所
三菱電機

ケンウッド
ドーシス
富士通テン
矢崎総業

住友電気工業
トヨタ自動車
古河電工
横浜国立大学

東芝
KDDI
日本無線
三井物産

アンテナ技研
ケンウッド
日立製作所
三菱重工業

伊藤忠ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ
ｽﾅｯﾌﾟﾄﾗｯｸ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ
富士通
三菱電機

インテル
ゼンリン
富士通テン
横浜国立大学

NTTドコモ

総務省
松下電器産業

（敬称略）

当専門委員会には、現在42の機関・企業・団体等から51名の専門委員が
参加し、平成16年度は下図のとおり、3WG体制にて活動を展開。



2.1　専門委員会名の改名

従来の2Ｇをベ－スとした調査活動から3Gにフォ－カスした情報収集、技術検討にシフトし、
より活発な活動展開を図ることを目的に名称を「３Ｇテレマティクス専門委員会」に変更

＜名称案選定理由＞

（1）「3Ｇ」というワ－ドが「第３世代携帯電話」
　　の意味と「テレマティクスサ－ビスとしての
　　第３世代」という両方の意味を持ち合わせ
　　ているため。

（2）3Ｇ携帯のITS応用という意味では、路側
　　と車の間の通信を携帯システムを利用する
　　面と、人と車の間のアプリケ－ションに携帯
　　が利用されるという意味の２面を想定。
　　これらを漏れなく対応する必要性から。

平成17年1月25日第22回部会長・専門委員長会議
にて承認　

2005.5.4日刊工業新聞



2.2　位置情報に関する啓蒙書の作成

位置情報に関する技術動向をまとめ
「図解　これでわかったＧＰＳ　第2版　
～ユビキタス情報通信時代の位置情報～」
を森北出版より発売した。

（H17.2月発売。定価：1890円）

―目次―

１．ＧＰＳってなに？
２．どんな位置情報があるの？
３．位置はどのようにして測るの？
４．カーナビはなにがすごいの？
５．緯度経度ってなに？
６．位置情報に使う地図はどうなっているの？
７．位置情報はどんなふうに交換されるの？



2.3　ITS世界会議 愛知・名古屋2004への対応

(1)　ITS世界会議用各種資料の作成及び展示

(2)　ITS世界会議展示内容の調査及びセミナーコンテンツの作成

平成16年10月19日～24日で開催されたITS世界会議 愛知・名古屋2004に
おけるITS情報通信システム推進会議ブース展示用に、「ITS移動通信システ
ム関連英文パネル」、「位置情報表現形式ガイドライン（POIX_EX）の英語版
解説パネル」、「ITS移動通信システム関連豆知識」を作成。

ITS世界会議展示内容から、各ＷＧのテーマに沿った最新技術動向等の調査
を実施。合わせて、各ＷＧ毎に専門委員会メンバー向けのセミナーコンテンツ
を作成。



「位置情報表現形式ガイドライン（POIX_EX）の英語版解説パネル」

ITS Mobile Communications System Expert Group 

 
◆ Guideline for location information services providers and contents creators. 
◆ The guideline considers the universality and versatility of the location information in 

four phases: generation, description, exchange and use.  
◆ Unified POIX_EX guideline established by combining the POIX_ARIB of the ITS 

Info-communications Forum and the POIX_MP of the former Association of Electronic 
Technology for Automobile Traffic and Driving (JSK).  

◆ Offer a location information expression method that applies ground features to 
supplement GPS data and prevent error in the traditional longitudinal and latitudinal 
expression method  

 
 

 
 

 

位置情報表現形式ガイドライン ＰＯＩＸ＿ＥＸ           ITS FORUM RC-001

1. Exchange Standards Guideline : 
Establish basic information applicable to any location information service.  

2. Description Format : 
Define location information items at the concept level. Description format is not specified. For 
example, in the guideline it is expressed as XML.  

3. Exchange Method : 
The exchange process is not specified. Service providers can freely specify the method of 
exchange within the service system, such as Internet or mobile network.  

4. Liaison with Other Standardization Organizations : 
Worked together with the Mobile Office Promotion Association (MOPA) and Mobile Information 
Standard Technical Committee (MOSTEC) regarding related matters, as well as at the 
coordination level regarding joint activities with the JSK to create a unified guideline.  

Brief Explanation of Figs. A & B  
Figures A and B show one of the features of this guideline: Since representation using longitude and 
latitude is incorrect, the location is expressed using ground features.  
The longitude and latitude given by the GPS is incorrect, and the map contains errors too. In such a 
situation, the location acquired from the GPS might be shown on the right side of the street in one 
map and on the left side of the street in another. Using the notations in this guideline, relative 
locations on the ground can be added to the longitudinal and latitudinal information. This makes it 
possible to present more precise positioning.  
In the above figures, the target point for presentation is point D. The indicated and reference points 
discussed below are given as separate longitudinal and latitudinal information.  

 

The guideline is available online at: 
http://www.itsforum.gr.jp/Public/E3Schedule/P04/index.html 

○C 2004 ITS Info-communications Forum 

Explanation of Fig. A 
The starting point of a road in the vicinity of point D 
is reference point A.
Point B, which is the direction to proceed in, is the 
second reference point. 
Point C is on a road in the vicinity of point D, and is 
shown with travel distance L, which starts from 
point A. Point C is the virtual point (shown in a 
different color from other points), and is only shown 
with L in the notation. 
Point D is shown on the left or right side of Point C. 

Explanation of Fig. B
The starting point of a road in the vicinity of Point D is 
reference Point B.
Roads A, B and C intersect at Point B, but because of 
errors it is not possible to distinguish point B, so 
reference points A and C are inserted. 
Reference points A and C define road B. 
After this, although not written in the figure, point D can 
be defined following the same procedures in steps 3 and 4 
in the explanation of Fig. A. 



2.4　専門委員会セミナーの開催

(1)　第1回移動通信システム専門委員会セミナー

開催日時　　：平成１６年１１月２６日（金）１５:００～１７:１０

場所　　　　　：千代田区霞が関１－４－１日土地ビル地下１階
　　　　　　　　（社）電波産業会第５，６会議室

テーマ　　　　：「ＩＴＳ世界会議 愛知・名古屋２００４」展示トピック報告

　　　　　　　　　　 ① サービス／アプリケーションＷＧ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＫＤＤＩ（株） 田村 俊之

　　　　 　② 位置情報／セキュリティＷＧ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）東芝 関 俊文
　　　　　　　　　　　③ ネットワーク／端末ＷＧ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）ＮＴＴドコモ 尾作 勝弥

主催：ITS情報通信システム推進会議　ITS移動通信システム専門委員会



「ＩＴＳ世界会議 愛知・名古屋２００４」展示トピック報告



「ＩＴＳ世界会議 愛知・名古屋２００４」展示トピック報告



2.4　専門委員会セミナ－の開催

開催日時：平成17年2月18日（金）15:00～17:10
場所：千代田区霞が関1-4-1日土地ビル地下1階　（社）電波産業会第5,6会議室
テーマ及び講師
　　　　　　① 「Wearable Computingをベースにした産学・社学連携の取り組み」
　　　　　　　 　　　 NPO法人 ウェアラブル環境情報ネット推進機構 理事長
　　　　　　　　　　　東京理科大学大学院総合科学技術経営研究科長　板生 清

　　　　　　② 「4GにおけるR&D、標準化動向」
　　 （株）NTTドコモ 研究開発本部 ワイヤレス研究所
　　 電波信号処理研究室 主任研究員 吉野 仁

主催：ITS情報通信システム推進会議　3Gテレマティクス専門委員会

(2)　第2回3Gテレマティクス専門委員会セミナー



第2回3Gテレマティクス専門委員会セミナーコンテンツ



第2回3Gテレマティクス専門委員会セミナーコンテンツ



第2回3Gテレマティクス専門委員会セミナーコンテンツ



第2回3Gテレマティクス専門委員会セミナーコンテンツ



第2回3Gテレマティクス専門委員会セミナーコンテンツ



2.5　技術動向調査 (H16年度報告書サマリー)

当専門委員会は、３つのWG体制（サービス／アプリケーションWG、ネットワーク／
端末WG、位置情報／セキュリティWG）で、『モバイル通信機能や位置情報と連動し
た新たなITS移動通信サービス』のサービス・システムに関する調査・検討を実施し、
その概要について平成16年度調査報告書としてとりまとめを行った。

① サービス／アプリケーションＷＧにおいて、トヨタG-BOOK、日産カーウィング
ス、ホンダインターナビプレミアム等のカーメーカテレマティクスの最新動向調
査 を実施した。

② ネットワーク／端末ＷＧにおいて、通信キャリア各社の公衆移動通信サービ
ス及び無線LAN、Bluetooth等のその他通信サービス及びITS/テレマティクス
用車載通信モジュールの最新動向調査を実施した。

③ 位置情報／セキュリティＷＧにおいて、ITS世界会議の内容を中心にセキュリ

ティ及び課金動向を、森北出版より発売した啓蒙書の内容から位置情報に関

する技術の最新動向調査を実施した。

具体的には



H16年度報告書－目次－

１．3Gテレマティクス専門委員会
１．１ 専門委員会の概要
１．２ 検討体制
１．３ 平成１６年度検討状況
１．４ 平成１７年度活動予定

２．サービス・アプリケーションの最新動向
２．１ 各カーメーカーテレマティクス動向調査
２．２ その他のサービス・アプリ事例等
２．３ 端末メーカのTelematics動向調査

３．次世代移動通信サービスへの各通信事業者の取り組み動向
３．１ 第3世代サービスへの取り組み動向
３．２ 第3.5世代サービスへの取り組み状況
３．３ 第4世代サービスへの取り組み状況

４．その他通信サービスの動向
４．１ 無線LANサービス
４．２ Bluetooth

５．ITS／テレマティクス用車載通信モジュールの動向
５．１ 各社通信モジュールの概要
５．２ 海外における車載通信モジュールの動向
５．３ ＭＣＰＣにおける標準化動向

６．位置情報／セキュリティ情報の最新動向調査
６．１ 位置情報サービスの動向
６．２ セキュリティ／課金動向
６．３ 位置情報に関する技術動向
６．４ 位置情報表現形式ガイドライン

７．まとめと今後の課題

参考 ITS移動通信システム専門委員会WG
(第１回：平成１６年１１月２６日　第２回：平成１７年２月１８日実施）

（1）「Wearable Computingをベースにした産学・社学連携
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の取り組み」
　NPO法人 ウェアラブル環境情報ネット推進機構 理事長
　東京理科大学大学院総合科学技術経営研究科長 板生 清 様

（２）「4GにおけるR&D、標準化動向」
　　（株）NTTドコモ 研究開発本部 ワイヤレス研究所
　　電波信号処理研究室　主幹研究員 吉野 仁 様



3.　平成17年度活動予定

活動内容
平成16年度の活動結果及び、今後の移動通信システムの進展、特に第3世代移動通信システム

の動向を踏まえつつ、各種ITSサービス実現のための最新技術調査、啓蒙活動等を従来の３ＷＧ
体制から１ＷＧ化として集中的に実施する。具体的な取り組みは以下のとおりである。

（１）技術動向調査
H17年度は、第3世代移動通信システムを活用した各種ITSサービス等の技術動向と、
国内外の最新テレマティクスサービスと第3世代移動通信システムとの関連を中心に
調査を行う。なお活動指針並びにＷＧ体制の変更に伴い、具体的調査内容について
は、H17年度専門委員会での検討事項とする。

（２）セミナーの実施
本専門委員会における啓蒙活動として、3Gテレマティクス関連のタイムリーなテーマ
を選定し、セミナー形式の勉強会を開催する。



3.1　平成17年度検討体制

平成17年度は、「3G」にフォーカスした活動を展開することから、1WGとし、
下図体制のもと、各種検討を進める。

3Gテレマティクス専門委員会

専門委員長　: 中村 康久 (NTTドコモ)

主査会議

調査検討WG

主査 : 吉田 青史 (松下電器)
副主査 : 田村 俊之 (KDDI)

アルパイン　アンテナ技研　伊藤忠テクノサイエンス
インテル　NTTソフトウェア　NTTドコモ　沖電気工業
オプトウェーブ研究所　カルソニックカンセイ　クラリオン　KDDI　
ケンウッド　コミューチュア
スナップトラック・ジャパン　住友電気工業　ゼンリン　
総務省　ソニー　デンソー　東芝　ドーシス　トヨタ自動車　
日本自動車研究所　日本電気　日本道路公団　日本無線　
パーク24　パイオニア　日立製作所　富士通　富士通テン　
古河電気工業　本田技術研究所　マスプロ電工 松下電器産業　
三井物産　三菱重工　三菱商事　三菱電機　
矢崎総業　ヨコオ　横浜国立大学

(敬称略)


